
令和 8 年 7 ⽉ 

令和７年度とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 
 

園 名 
社会福祉法⼈ねりま共育ちの会 
どんぐり⼭保育園 

所在地 東京都練⾺区春⽇町 4-1-13 
 

１．活動のテーマ 
【テーマ】 
秋の草花でかんむり作り／ 3 歳「そら組」 
 
【実施時期】 
2025 年 10 ⽉ 
 
※⾬天時 
どんぐりと遊ぼう 
 
【テーマの設定理由】 
出会った⾃然の中から⾃分⾃⾝で草花を⾒つけ、選ぶ体験を通して、主体的に選ぶ⼒を育
むことを⽬的に、本テーマを設定した。また、かんむり作りを通して多様な⾃然の姿に出
会い、⾃然を⾝近に感じるとともに、豊かな感性を育むことを⽬的とする。 
 
※⾬天時 
どんぐりと出会い、遊ぶことを通して愛着を持ち、⾃然を⾝近に感じられるよう、本テー
マを設定した。また、さまざまな遊びを通してどんぐりの特性に気付き、⾃然に興味を持
つきっかけとなることや、五感を刺激する体験を通して豊かな感性を育むことを⽬的とす
る。 
 
２．活動スケジュール 

AM 
09:30〜 

ウレシパモシリ園⼊り（⾞は⽞関前の敷地に停める） 

09:45〜 ウレシパモシリ⾃⼰紹介 
近隣の公園へ移動 

09:50〜 
 

【あそびの導⼊】 
絵本「みず ちゃぽん」 
⽔のつぶ「しずく」にご挨拶（⾃分の腕や⼿に） 
□スポイト：３本 □透明プラカップ（⼩）3 個 



 

10:20〜 
 
 

【あそびの導⼊】 
・落ち葉があれば「落ち葉にこんにちは、⾳を聞いてみよう」 
⇒落ち葉がない場合は空にごあいさつ 

10:25〜 
 

【あそびの展開①みつけたみつけた】 
・⾃然の中から⾊や形をさがしてみよう 
□絵本「みつけたみつけた」 □画⽤紙（四隅を折って浅い箱にする） 
 
【あそびの展開②かんむりづくり】 
絵本「ジオジオのかんむり」 
□絵本 □敷物 □かんむりの⼟台 □⾃然物（どんぐり） 
□ハサミ：先⽣⽅やウレシパは持参。葉を切りたい場合に⼿助けをする 
□両⾯テープのごみ⼊れ 

11:00〜 【あそびのまとめ：かんむりをかぶって⾒せ合いっこ】 
□カラフルシート 

11:10〜 公園出発 
11:30 帰園 

 
※⾬天時 

AM 
09:30〜 

ウレシパモシリ園⼊り（⾞は⽞関前の敷地に停める） 
環境設定、準備 

09:45〜 ウレシパモシリ⾃⼰紹介 
⾃然にごあいさつ 

09:50〜 
 

【あそびの導⼊】 
絵本「どんぐりころちゃん」 
どんぐりにこんにちは 
どんぐり転がしてみよう 

10:00〜 
 
 
 

【あそびの展開①ころころ転がしてみよう、⾳を鳴らしてみよう】 
・紙パックの滑り台 
・⽵の滑り台 
□⽊琴 □⽸や鍋 □R-1容器 □紙箱 □セロハンテープ 
 
【あそびの展開②コーナーあそび】 
①かんむりづくり 
□かんむりの⼟台 □⾃然物（どんぐり、葉っぱ） 
□両⾯テープのごみ⼊れ 
 



 

②どんぐりころころアート 
□絵具 3⾊ □スプーン □プラカップ □紙箱 □セロハンテープ 
□⽩画⽤紙 
③導⼊のどんぐりころころ転がすもそのままコーナー遊びで残す 

10:25〜 
 

【あそびの展開①みつけたみつけた】 
・⾃然の中から⾊や形をさがしてみよう 
□絵本「みつけたみつけた」 □画⽤紙（四隅を折って浅い箱にする） 
 
【あそびの展開②かんむりづくり】 
絵本「ジオジオのかんむり」 
□絵本 □敷物 □かんむりの⼟台 □⾃然物（どんぐり） 
□ハサミ：先⽣⽅やウレシパは持参。葉を切りたい場合に⼿助けをする 
□両⾯テープのごみ⼊れ 

11:00〜 【あそびのまとめ：できたもの展覧会、⼀番楽しかったこと発表会】 
11:15 終了 

 
 
３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 
・ハサミ 
・養⽣テープの名札 
・絵本 2冊 
・画⽤紙、セロハンテープ、⿊ペン 
・敷物 
・かんむりの⼟台 
・⾃然物（どんぐり） 
・両⾯テープのごみ⼊れ 
・カラフルシート 
 
※⾬天時 
・養⽣テープの名札 
・セロハンテープ 
・⽩い画⽤紙 
・絵具 3⾊（⾚・⻘・⻩⾊） 
・絵本 
・⾃然物（どんぐり、葉っぱ） 
・⽊琴 



 

・⽸や鍋 
・R-1容器 
・紙箱 
・かんむりの⼟台 ⾃然物（どんぐり、葉っぱ） 
・両⾯テープのごみ⼊れ 
・スプーン 
・プラカップ 
 
４．探究活動の実績 
【活動の内容】 
⾃然遊びの講師「ウレシパモシリ」のさっちんさん、ゆきちゃんと⼀緒に団地公園で活動
を⾏った。 
はじめに、公園内で⾊探しを⾏い、「⻩⾊」「⾚」「⿊」など、テーマとなる⾊の⾃然物や
⾝近なものを探した。葉の⼀部が⿊くなっていることに気付いたり、さまざまな視点で⾊
を⾒つけたりするなど、⼀⼈ひとりが発⾒を楽しむ姿が⾒られた。 
その後は、どんぐりをすべり台から転がして⽸や⽊琴に当たる⾳の違いを楽しんだり、⽵
を並べてレールを作ったり、砂を詰めて⾒⽴て遊びをしたりと、それぞれが興味を持った
遊びを⾃由に展開した。⾝近な⾃然物や素材を使いながら、⾃分なりの遊び⽅を⾒つけ、
試したり⼯夫したりする姿が多く⾒られた。 
 
【活動の様⼦】 



 

 
 
【振り返り】 
今回はウレシパモシリの講師を中⼼に活動を進めたため、保育者は⼦どもたちの姿を⾒守
りながら必要に応じて援助を⾏った。そのことで、⼀⼈ひとりがどのように遊びを広げて
いるのかをじっくりと観察することができ、⼦どもたちの発想や主体的に遊ぶ姿を改めて
知る機会となった。 
普段であれば⽌めてしまいそうな遊びも、⼦どもの視点に⽴って⾒守ることで、新たな発
⾒や楽しさにつながることを実感した。すべり台から砂を流す遊びでは、砂が流れる様⼦
や模様を楽しむ姿が⾒られ、⾝近な環境の中にも探究のきっかけがあることを学んだ。 
今後は、フライパンや紙、のり、テープなどの⾝近な素材を持って散歩に出かけ、⾃然物
と組み合わせながら遊びを広げられる環境を取り⼊れ、⼦どもたちが主体的に⾃然と関わ
る機会をさらに充実させていきたい。 


